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スピン状態制御の設計図。LaCoO3 への Sc 置換は、
橙色の矢印のように、その制御パラメターとして働く。

鬼柳善明会長から表彰状を受け取る
川崎卓郎氏

山崎貞一賞を受賞した菅野了次教授

中性子実験実習。 BL03「iBIX」で試料を
セッティングする中国から参加のスクール生。

　12 月 4～5日に、日本中性子科学会 第 18 回年会が茨城県民文化センターで開催され、4日の学会賞授賞式で、中性子利用セク
ションの川崎卓郎氏が奨励賞を受賞しました。川崎氏は、BL18「SENJU」及び BL19
「TAKUMI」装置のグループの一員として研究を実施しており、受賞は「J-PARC パルス中
性子回折装置の建設･運用･高度化と先導的研究」が高く評価されたものです。
　年会のオープニングセッションでは、「中性子科学の将来に向けて」と題したテーマで
６名が講演、金谷利治 物質・生命科学ディビジョン長は、MLF の現状と将来計画につい
て報告し、93％の良好な稼働率、7月の１MW 試験運転（１時間）での安定運転と高強度
の中性子ビームから得られた新たな実験成果などを紹介しました。また、JAEA 物質科
学研究センター長の武田全康氏からは、JRR-3 が 2020 年 10 月に運転再開予定である
ことの報告や、ご支援頂いた方々へのお礼の言葉などがありました。

４．日本中性子科学会 ～奨励賞受賞～川崎卓郎氏（中性子利用セクション）
      （12 月 4～5日、茨城県民文化センター）

　11月 20 日から 24 日にかけて J-PARCセンターと総合科学研究機構（CROSS）は、国
内11組織の共催で、第 3回中性子・ミュオンスクールを開催しました。日本、中国・韓国・
インド・タイ・ロシア・イギリスから 35 名の学生や若手研究者が参加、国内で本分野
の第一線で活躍する講師陣による講義、MLF の装置担当者らの指導による実験装置を
用いた実習を通じて中性子及びミュオン科学の理解と知識を深めました。本スクールは、
日本が世界に誇る J-PARC の国際的人材育成等の場にもなっています。

３．第 3回中性子・ミュオンスクールを開催
      （11 月 20～24 日、東海村 / J-PARC＆IQBRC）

　東北大学の富安啓輔助教、中性子利用セクションの河村聖子研究副主幹らの共同研究チームは、低温で磁石の性質を示さないコバ
ルト酸化物 LaCoO3 の Co を Scで化学置換した LaCo1-yScyO3 において、元の LaCoO3とは磁気・電気・熱的性質の全く異なる絶縁
状態が現れることを発見しました。また、X 線回折・中性子分光実験※1の結果、この絶縁状態が電子スピンの総和が異なる2種類の
原子状態（低スピンと高スピン）の量子力学的な重ね合わせにより現れるという、これまでに例のない発現機構を突き止めました。この
成果は、励起子絶縁※2 と呼ばれる歴史的に観測例の少ない量子力学的な凝縮
状態を示唆するものとして、その出現だけでなく、将来的な新規量子コンピュー
タ素子への発展が期待されます。本研究の成果は、現地の平成 30 年 10月7日、
ドイツの国際科学論文誌Advanced Quantum Technologiesに掲載されました。
※1中性子分光実験には、MLF の冷中性子ディスクチョッパー型分光器「アマテラス」
（BL14）が使用されました。　※2 電気を通さない絶縁状態でありながら安定した量
子力学的な凝縮状態を物質の中に保つ状態を言う。

２．コバルト酸化物でスピンの量子重ね合わせ状態を創出
      ～量子演算素子の基礎となる励起子絶縁状態の実現へ～（12月 14 日、プレス発表）

　11月 21日、東京工業大学の菅野了次教授は、「新規リチウムイオン伝導体の創成と全
固体電池の開発」により平成 30 年度の材料科学技術振興財団（MST）第 18 回山崎貞一
賞を受賞されました。現在、世界中で全固体電池（電池の構成要素がすべて固体）の実
用化に向けた競争が繰り広げられています。菅野教授は、物質・生命科学実験施設
（MLF）で固体電解質の開発に長年取り組まれています。今回、トヨタ自動車及び KEK と
共同で、BL20「iMATERIA」の中性子線を利用した固体電池材料の結晶構造解析とその
導電経路の可視化により、リチウムイオンが液体中よりもよく移動できる固体の物質を
発見し、全固体電池の新たな可能性を示した点が大きく評価されました。

１．MLFユーザー 東京工業大学 菅野了次教授が山崎貞一賞を受賞（11月21日、東京・上野 /日本学士院）
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青少年のための科学の祭典にて
（12 月 2日、日立市）

最優秀賞作品
「KOTOの心臓部─メインカロリーメーター出力部」

ワークショップ参加者の集合写真

齊藤センター長がJ-PARCの現状などを紹介

中性子により材料内部のひずみが
測定できる理由について解説する鈴木氏

　1月の運転計画は、次のとおりです。なお、機器の調整状況により変更になる場合があります。
11．加速器運転計画

　12 月 3日 茨城県副知事 宇野善昌氏
　12 月 5日 中国原子能科学研究院 Weping LIU 副理事長

10．ご視察者など

　平成 30 年度 J-PARC フォトコンテストの受賞作品の表彰式が 11 月 29 日に行われま
した。応募者 11名、応募作品数 36 点。受賞作品の選考には地元在住の写真家も加わり、
最優秀賞 1点、優秀賞 2 点、佳作 7点が選ばれました。最優秀賞には、加速器第五セク
ションの魚田雅彦氏が応募した「KOTO の心臓部」が輝きました。HD（ハドロン）ホール
の KOTO 実験装置では、心臓部となるメインカロリーメーターからの信号出力部にイー
サーネットのコネクタが使われていることに着目したものです。

９．J-PARC フォトコンテスト開催（J-PARC、平成 30 年度）

　J-PARCセンターは、子供から大人まで科学に興味を持ってもらう活動として、坂元眞一科学コミュニケーターが中心となり、学
校や各種イベントに出かけて科学実験教室を実施しています。この11月下旬から12 月上旬にかけて、①11月 23日、西東京市の
多摩六都科学館で開催の「KEK サイエンスカフェ」で、小学 4 年生以上の参加者を対象
に、生活に欠かせない「エネルギー」を題材に実験を交えた講演を行いました。電気照明、
電池、太陽光など色々な形のエネルギーの変身ぶりを実験を通して考えてみました。②
11月 28 日、中丸小学校の理科クラブで、静電気についての授業と実験実演（静電クラ
ゲなど）と、振り子ベル工作を実施しました。③12 月 2日、日立市で開催された青少年の
ための科学の祭典で、「光はなに色？」をテーマに、光についての解説と万華鏡工作を実
施しました。子ども達は興味深く話に耳を傾け熱心に実験・工作に取り組んでいました。

８．アウトリーチ活動（11月23日、西東京市 / 11月28日、東海村 / 12月2日、日立市）

　11月のサイエンスカフェは、中性子線を利用した応力ひずみ解析技術の開発、材料強度
研究を専門としている JAEAの鈴木裕士氏※を講師に招き開催しました。講演では、私たち
の身近にある鉄筋コンクリート建造物が、鉄筋とコンクリートの強い絆によって地震にも負
けない性能を生みだしていること、そのお互いを支える力（絆）を中性子によって調べ、安全
安心な社会を実現する新しい施工技術の開発に活かされていることが紹介されました。中
性子によって材料内部のひずみ測定ができる原理が良く分かるもので、参加者からは数多
くの質問が飛び交いました。　※物質科学研究センター 応力評価技術研究グループリーダー

７．J-PARCハローサイエンス～鉄筋コンクリートを支える力を
      中性子で観る～（11月 30 日、東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」）

　12 月 3 日から 7 日に、T2K コラボレーションミーティングが東海村のいばらき量子
ビーム研究センター (IQBRC) で開催され、世界中から約 200 名の共同研究者が集まり
ました。今回は、年内に開催される国際会議で今年 5 月までに取得したデータを報告す
るための最終確認が行われました。5 日午後の全体会議冒頭では、齊藤直人センター長
が J-PARC の現状を紹介しました。

６．T2Kコラボレーションミーティング（12月3～7日、IQBRC）

　11月20日から23日、J-PARC で計画しているミュオン異常磁気能率（g-2）/ 電気双極子能
率（EDM）の精密測定実験（E34）に関するコラボレーションミーティングが開催されました。
17 回目を迎える今回の会議には、日本・韓国・中国・ロシアなどの国際共同研究者約 50
名が参加しました。ミーティングでは、実験課題が KEK 素粒子原子核研究所からステージ 2
の承認を受けたことを踏まえ、実験の実現に向けた今後の計画などについて議論しました。

５．第17回ミュオンg-2/EDMワークショップ（11月20～23日、J-PARC）

木日 月 金 土火 水
保守
加速器チューニング＆スタディ
物質・生命科学実験施設（MLF）調整・利用運転（      半日運転）
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